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1．背景・目的 
 インフラサウンドとは周波数 20 Hz 以下の人間の可聴音以

下の音波のことであり、インフラサウンドの特徴として空気

粘性による減衰が小さく遠方まで伝わるため、近傍からの観

測が危険である大規模な自然災害などの観測に有効である。

また、高高度でインフラサウンドを観測するメリットとして

大気の擾乱や環境騒音が少なく観測しやすいことが挙げられ

る。 

  空中におけるインフラサウンド観測の手法として、図 1 に

示すようにインフラサウンド観測センサ INF03S をパラフォ

イル付き誘導回収型観測機にとりつけたものを気球で飛ばし、

目標高度で切り離し滑空させながら観測する計画がある。 

 
図 1 気球実験の概要 

 
 本研究では、先行研究[1]で製作された防水軽量型マルチデ

ータロガーBOX（以下ロガーBOX）で滑空回収型小型気球を

用いてインフラサウンドを観測し、高高度でもロガーBOX が

正常に動作できることの確認が目的である。また、ロガーBOX

はストラトビジョン社が製作している誘導回収型観測機

STRVSN002 に取り付ける。 

2. 実験方法 
実験方法は、誘導回収型観測機にロガーBOX や可聴音用の

IC レコーダーを取り付けたものを目標高度まで上昇させ、気

球から切り離し、誘導制御装置で回収可能な海域に着水させ

る。その海域幅は海岸線から 9 km 以内の海域である。また、

今回の気球実験は 2 日間に分け、計 2 回それぞれの目標高度

で放球を行う。この実験を行い、高高度でインフラサウンド

及び可聴音を観測し、記録されたデータから正常に動作して

いるか及び音声データを解析することで高高度での環境ノイ

ズなどの観測条件を調査する。 

 

3．実験結果 
3.1 ロガーBOX を搭載した気球実験 1 回目の結果 

 1 回目は目標高度 4,000 m で切り離しを行った。しかし、

小型ゴム気球と誘導回収型観測機の切り離しが想定外の理由

によりうまくいかなかったため誘導制御装置は取り付けてい

たロガーBOX とともに予定海域内に誘導できず、それらの回

収に失敗した。これに伴い、観測されたデータを回収・取得

することが出来なかった。 

3.2 IC レコーダーを搭載した気球実験 2 回目の結果 

 2 回目は目標高度 4,500 m で切り離しを行った。1 回目の

失敗を改善して切り離し及び滑空誘導に成功し、予定海域に

て回収することができた。なお、IC レコーダーは付属のイヤ

ホンをマイクとして用い、右チャンネルを外に露出させ、動

圧（飛翔による風圧）の影響を避けるため進行方向横向きと

し、左チャンネルを養生テープで覆い内側に向けた。その結

果、音声データの波形は右と左で明確な差はみられなかった。

IC レコーダーが観測した主要なイベントは「放球」、「切り離

し」、「着水」の 3 つで、以下では切り離し時の音声データに

ついて議論する。切り離し時に発生した音声データの波形と

ソナグラムは図 2 に示す。 

 

4．考察 

 切り離し時は、最も加速度が大きく風による影響が大きい

部分である。その結果、誘導回収型観測機の機体テレメトリ

データでは最大速度 75 km/h（20.8 m/s）で下降し、約 70 秒

後に落ち着いた。図 2 の可聴音波形やソナグラムを見るとス

ペクトル密度の高い部分が細かく概周期的に発生しているこ

とが分かる。そこで、切り離し後の音声データを聞くと断続

的な風によるノイズが観測されたので、誘導制御装置に取り

付けてある上面カメラの動画を確認すると誘導回収型観測機

が波打ち、回転しながら下降していた。このことから回転し

ながら下降することで横向き設置イヤホンにも動圧成分が生

じ、誘導制御装置が揺られることで断続的な音声データを観

測したと考えられる。 

 
図 2 切り離し直前から 79 秒間の音声データの波形（左）

とソナグラム（0~8 kHz）（右） 

 

 
図 3 IC レコーダーで録音した音声ファイルデータの波形 

  

5．結論 

 本研究当初の目的は、1 回目の気球実験の切り離し失敗に

より達成することができなかった。そこで、2 回目の実験で

インフラサウンドセンサの代替として IC レコーダーを誘導

回収型観測機に取り付けて音声を記録した結果、図 3 に示す

ように可聴音域で上空での音声が静かであることからイベン

トが発生したときに、インフラサウンドを観測しやすい環境

であることが分かった。 
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